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2-1 基本方針 
①事業コ ンセプト  

 
 

②目指すべき児童館の方向性 

予測不可能な社会において 

未来の創り 手である子ども たちに 

求めら れる資質・ 能力=「 生きる力」  

確かな学力と 共に、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し 問題を解決する力や、

他人と 協調し 、 他人を思いやる心や感動する心など、 豊かな人間性も含め「 生きる力」 がこ れからの

時代に必要な資質・ 能力です。  

 

 「 科学」 を「 生き る力」 の強力なツールにする場 

科学による学びは、 わたし たちが生きている世界についての深い理解と 、  

こ れから 子ども たちが担う 「 未来の創造」 に直結する。  

 

 
こ こ で示す「 生き る力と し ての科学」 と は、 理科の特質に応じ た「 見方・ 考え方」 を働かせな

がら 問題を 見いだし て解決策を 考えたり 、 知識を 相互に関連付けてよ り 深く 理解でき たり 、

自然の事物・ 現象についての問題を「 科学的に解決するために必要な資質・ 能力」 を指し ます。  

 

 

 

こ れから 世界へ踏みだすために 

こ こ で地図を広げ、 未来をつく る準備をし よう  

・「 世界」 と は身の回り のく ら し から 地球、 宇宙の果て、 そし て未来です。  
・ 世界へ踏み出し 、 旅をし ていく 主人公と し て、 その旅を 面白く 、 世界の果てのその先を 見つ

けよう 。  
・ そし て、 世界を 知るための、 そし て困難に出会っ た時に助けになる、  
 強力な道具＝「 サイ エンス」 を 学ぼう 。  
・ サイ エンスを 携え、 一緒に世界へ飛び出す旅の準備をし よう 。  

 
「 科学」（ science） と いう 語はラ テン語の scien tia （ 知識・ 知るこ と ） に由来する 

 

  

科学にふれあい、 未来をつく る 
未来を 担う 春日部の子ども たちが、 さ まざまな活動や人と の関わり 合いを 通し 、  

日常的に科学と ふれあう こ と で、 科学知識や科学的な見方・ 考え方を 身に付け、 こ れから の 

世の中を 力強く し なやかに生き るための資質や能力を育成する場所づく り を し ます。  

子ども たちへのメ ッ セージ 
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③施設のあり 方 

  

■「 子ども サイ エンスアカ デミ ー」 の特徴 

  従来の「 ミ ュ ージアム」、「 児童館」 と いっ た枠組みに捉われない新し い学びと 育ちの場所。  

  日常的に、 何度も 通いたく なり 、 そし て生涯通う 場所。（ 学ぶ側から 将来的には教える側へ）  

  関心に応じ て、 多彩なテーマ、 深度で学べる場所。  

  与えら れたも のを受け入れるだけではなく 、 自ら 学び、 自ら 考え、 ステッ プアッ プする 場所。 

  本格的なテーマ・ 設備・ 人材が整っ た環境で学び成長でき る場所。  

  「 今」 を 生き る わたし たち に必要なこ と を 学ぶと 同時に、 常に子ども たち の成長の先にある

「 未来」 を 共に描き 、 創り 出す場所。  

 
■学びの領域／目標 

1． き んじ ょ への探索：  

身の回り の自然、 く ら し やまちの根底にある科学 

2． ちき ゅ う と う ちゅ う への探検：  

地球・ 宇宙のし く みやその根底にある普遍的な科学原理 

3． みら いへの挑戦：  

たどり 着き たい未来の夢を 描き 、  

それを 実現するための挑戦 
 

■育まれる能力 

１ ． く ら し ・ 社会・ 世界・ 宇宙のし く み・ 科学原理や技術の理解 

２ ． 科学的なも のの見方・ 考え方、 その使い方の獲得 

３ ． 世界にどんな人が住んでいるか知り ・ 関わる（ 世代交流・ 地域交流・ 国際交流）  

４ ． 科学の言語・ プログラ ミ ング言語・ 楽譜・ 外国語など、 他者と の知識共有の手段 

「 子ども サイ エンスアカ デミ ー」  
子ども たちが未来を 「 力強く 、 し なやかに生き ていく 」 ための知恵、  

そし て人と のつながり 方を 、 さ まざまな活動を 通じ て育てていく 場所。  

サイ エンスを中心にし た 

活動・ 学びの広がり のイ メ ージ 
 
サイ エンスを中心に、 興味や関心に応じ たプログラ ムや

コ ン テ ン ツ が有機的に広がる 、何度来て も 何年来て も

飽き ない施設。  
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2-2 事業活動の構成と 内容 
①事業活動の構成 

居場所・ 学び事業 

子ども の居場所、 遊び、 学び、 運動などに関わる活動に関する事業 

STREAM（ Scien ce（ 科学）、Techno log y（ 技術）、Robotics（ ロボッ ト 工学）、Eng in eerin g

（ 工学）、 Art（ 芸術）、 M ath em atics（ 数学）） を はじ め、 自然と のふれあい、 運動、 遊び、 食

育、 郷土学習など子ども の育成に必要な学び・ 活動を 統合的に行います。  
 

つながり ・ 広がり 事業 

子育て支援・ キャ リ ア支援・ 人材／地域交流に関する事業 

子育てに関わる人すべて（ 家族・ 地域） のつながり を保ち、 互いに支え合う 場と し ても 機能

し ます。 子ども たちの成長を 継続的に支え、 やがてその人の輪が世代を 超えて継承さ れていく

こ と を 目指し 活動し ます（ 児童福祉法第６ 条の３ 第６ 項に規定する地域子育て支援拠点事業を

含む）。  
 

  
※こ こ に記載し た事業は、 今後詳細な検討を進めていく こ と から 変更と なる可能性があり ます。  

  

プレイ ルーム（ 屋内遊び場）

屋外遊び場（ プレ イ パーク ／遊具）

キッ ズスク エア（ 乳幼児コ ーナー）

居場所・ 遊び・ 運動

居場所・ 学び事業
多目的スペース

自習･学習スペース

キッ チン

ミ ニラ イ ブラ リ ー

スタ ジオ

ガーデン

一般学習

サイ エンスアカ デミ ーのプログラ ム開発

つながり ・ 広がり 事業

学習サポート 近隣高等教育機関と の連携

心と 体の悩みサポート
子育て・ 育成相談

心理相談

キャ リ ア／進学支援
メ ンタ ー制度

職業体験

人材交流
春日部コ ミ ュ ニティ ー

地域･市民人材活用／交流

サイ エン ス学習 サイ エンス Lab（ 科学を学ぶ実験研究室）

ミ ュ ージアム・ Ⅱ （ アド バンス）

FAB Lab（ も のづく り の工房）

コ ンピュ ータ & AV Lab（ コ ンテンツの制作スペース）

ミ ュ ージアム・ Ⅰ（ ベーシッ ク ）
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②事業活動の内容 

居場所・ 学び事業 

今後の時代・ 社会で必要と さ れる資質・ 能力 

 

 
今後の時代・社会で特に必要とされる知識・技術 

 

 

未来を担い、 創り 出す人間に必要な 

サイ エンス・ テク ノ ロジーを基軸と し た次世代を生き るための学び 

単に知識を獲得するだけではなく 、 以下のプロセスを 大事にし ます。  

・「 領域横断的・ 統合的・ 有機的な広がり と 自由度」 のある学び 

・「 課題解決やも のづく り のプロセス」 を通じ た学び 

・「 社会・ 世界と 繋がっ た実践的」 な学び 

・「 他者と の協働」 を 通じ た学び 

・「 創造性・ 自主性」 を大切にし た学び 
 

※Society5 .0： サイ バー空間（ 仮想空間） と フ ィ ジカ ル空間（ 現実空間） を連携し 、 すべてのも のや情報、 人を一
つにつなぐ と と も に、 AIなどの活用により 量と 質の全体最適をはかる社会のこ と 。  

※IoT： も ののイ ンタ ーネッ ト （ I n ternet o f Th in g s）。 身の回り のあら ゆるも のがイ ンタ ーネッ ト につながる仕組
みのこ と 。  

※AI： 人工知能（ Arti ficia l  I n tel l i g en ce）  

※ビッ グデータ ： 既存の一般的な技術では管理するこ と が困難な大量のデータ 群。  
 
  

『 自分の頭で考え主体的に追求し 、 感性を働かせて課題を 解決し ていく 力』  

予測困難で見通し がき かない時代の到来 

・ こ れまでは均一的で答えが定まっ た問いを 解く だけだっ たが、 あら ゆる課題に柔軟に

対応でき る創造性や柔軟性、 感性が重要に。  

・ 決まり き っ たこ と を 覚えるだけから 、 膨大な情報の中から 必要な情報を取捨選択し 、

自分の持つ知識や技術を統合し 活用する力が重要に。  

『理数・テクノロジーに関する知識・技術』 
新し い時代（ Society 5 .0※) の到来 

IoT
※
、 AI

※
、 ロボッ ト 、 ビッ グデータ

※
など近年急速に進展し ている第4次産業革命を あら

ゆる産業や社会生活に取り 入れるこ と により 、さ まざまな社会課題を 解決する「 Society 5 .0」

の到来。  
 
 

理数教育向上の急務 

AI、ロボッ ト 、 ド ローン、 ビッ グデータ などに代表さ れるよう に、 STEM（ Science（ 科学）、

Tech no log y（ 技術）、 Eng in eerin g（ 工学）、 M ath em atics（ 数学）） は社会のあら ゆる場面

の基礎と なる。 そのよう な時代に新し いイ ノ ベーショ ンを 生み出す人材を 育てるには、 こ れ

ら の領域に関する知識や技術が必要不可欠。  
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②事業活動の内容 

つながり ・ 広がり 事業 

サイ エンスアカ デミ ーは子ども たちの居場所・ 学び場であると 同時に、 子育てに関わる人すべて

（ 家族・ 地域） のつながり を 保ち、 互いに支え合う 場と し ても 機能し 、 子ども たちの成長を 継続的

に支え、 やがてその人の輪が世代を超えて継承さ れていく こ と を目指し ます。  
 

 


